
⑴ き　よ　す　み令和８年６月１５日（隔月１回１５日発行） 第７１５号

お知らせ

21日9：00～13：00
妙 見 宮 大 祭

7　月7　月

8　月8　月

10日 11：00
盂蘭盆大施餓鬼会

（午後0：30最終受付）

　 　 発 行 所 　 　
〒299-5505 千葉県鴨川市
清澄322－1　　　　　
Ⓒ  清　　　澄　　　寺
TEL 04（7094）0525 番
FAX 04（7094）0527 番
振 替　00140－5－55501

　 　 印 刷 所 　 　
天津　㈲ブラザー印刷

送料共１部１００円

令和 8年 5・6月
合 併 号

　
４
月
27
日
午
後
２
時
よ
り
、

第
７
７
４
回
立
教
開
宗
会
慶
讃

音
楽
大
法
要
が
、
清
澄
寺
住
職

日
蓮
宗
管
長
・
井
上
日
修
猊
下

を
大
導
師
に
、
副
導
師
に
は
齊

藤
別
當
、
並
び
に
宇
野
瑞
正
僧

正
（
千
葉
県
南
部
宗
務
所
長
・

津
慶
寺
住
職
）、
式
衆
に
千
葉

県
南
部
声
明
師
会
雅
楽
部
各
聖

の
御
出
仕
の
元
、
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
日
蓮
宗
宗
務

総
長
ご
名
代
　
小
泉
輝
泰
財
務

部
長
、
大
本
山
誕
生
寺
　
矢
嶋

日
弘
猊
下
、
本
山
妙
覚
寺
　
村

田
日
浄
猊
下
、
本
山
鏡
忍
寺
　

原
日
弘
猊
下
、
日
本
山
妙
法
寺

様
、
管
内
寺
院
、
妙
智
會
様
、

立
正
佼
成
会
小
湊
教
会
様
は
じ

め
、
千
葉
県
和
讃
会
、
檀
信
徒

等
約
１
５
０
名
が
参
列
さ
れ
、

有
志
に
よ
る
和
讃
奉
納
、
声
明

や
雅
楽
の
演
奏
に
よ
っ
て
荘
厳

な
音
楽
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

4月27日 第774回

立教開宗会
日蓮宗管長 井上日修猊下御親修

第
７
７
４
回
　
立
教
開
宗
会
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法
要
後
に
は
、
本
願
人
推
挙

報
告
が
行
わ
れ
、

「
特
別
大
本
願
人
」

　
　
中
　
野
　
　
　
力
　
様

　
　
皆
　
川
　
　
　
隆
　
様

　
　
髙
　
橋
　
こ
　
む
　
様

「
新
本
願
人
」

　
　
藤
　
田
　
恭
　
子
　
様

　
　
松
　
本
　
よ
し
江
　
様

の
推
挙
式
、
当
日
御
欠
席
さ
れ

た
方
に
は
証
書
を
送
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
最
後
に
管
長
猊
下
は
挨
拶
の

中
で
、

「
建
長
５
年
の
４
月
28
日
は
、

日
蓮
聖
人
が
初
め
て
『
南
無
妙

法
蓮
華
経
』
と
唱
え
ら
れ
た
。

私
達
に
と
っ
て
大
変
大
事
な
聖

日
で
も
あ
り
、
清
澄
寺
は
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
聖

地
で
す
。
そ
の
思
い
を
胸
に

お
題
目
の
信
仰
に
励
み
、
広

宣
流
布
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
ご
親
教
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
信
育
道
場
に
於
い
て
、
同
日

16
時
よ
り
、
導
師
に
求
道
同
願

会
会
長
　
桐
谷
征
一
僧
正
、
太

鼓
に
同
事
務
局
　
原
秀
明
上
人

を
お
迎
え
し
、
報
恩
唱
題
行
を

参
籠
の
皆
様
や
近
隣
の
檀
信

徒
、
総
勢
50
名
に
て
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
よ
り
６
月
５
日
の

４
泊
５
日
で
、「
令
和
８
年
度

第
１
回
僧
道
林
」
が
開
校
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
潟
県
、
妙
教
寺
修
徒
　
遠

藤
龍
潤
上
人
を
は
じ
め
教
職
員

の
お
上
人
８
名
が
27
名
の
林
生

の
訓
育
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
活
指
導
に
始
ま
り
衣
帯
指

導
・
声
明
練
習
・
読
経
練
習
・

食
事
作
法
・
所
作
指
導
等
の
林

生
と
し
て
基
本
姿
勢
の
実
践
修

行
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

唱
　
題
　
行

第
１
回  

僧 

道 

林

第
１
回  

僧 

道 

林

令和
8年度
令和
8年度



　
本
年
も
希
心
会
の
皆
さ
ん
が

連
日
に
わ
た
り
登
山
修
行
に
来

ら
れ
、
４
月
３
日
よ
り
５
月
25

日
ま
で
約
３
０
０
０
人
の
会
員

の
皆
さ
ん
が
登
山
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
お
題
目
の

書
か
れ
た
行
衣
を
身
に
ま
と

い
、
お
昼
過
ぎ
に
山
の
中
腹
か

ら
行
列
を
組
み
、
御
旗
を
先
頭

に
日
蓮
大
聖
人
の
歩
ま
れ
た
旧

道
を
中
心
に
徒
歩
で
お
題
目
を

　
４
月
29
日
、
千
葉
県
西
部
宗

務
所
（
山
本
隆
真
所
長
）
主
催

の
「
い
の
り
の
日
」
が
開
催
さ

れ
、
教
師
、
寺
族
、
檀
信
徒
総

勢
約
２
２
５
名
が
参
加
し
登
山

修
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
第
32
回
目
を
迎
え
、

　
　
①
唱
題
行
（
祖
師
堂
）

　
　
②
写
経
（
信
育
道
場
）

　
　
③
法
話
（
研
修
会
館
）

の
３
箇
所
へ
自
分
に
合
っ
た
自

由
な
修
行
場
所
へ
移
動
。

　
昼
食
は
境
内
に
大
テ
ン
ト
を

張
り
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
設
置
、

初
め
て
の
形
式
に
参
加
の
檀
信

徒
は
喜
ん
で
好
き
な
物
を
召
し

上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

て
修
行
を
致
し
ま
す
。

　
当
山
の
祖
師
堂
で
の
朝
勤
に

も
参
列
さ
れ
、
齊
藤
別
當
か
ら

親
し
く
御
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
と
言
わ

れ
る
の
が
４
月
８
日
で
す
。

　
当
山
で
も
８
日
の
朝
勤
に
合

わ
せ
て
、お
釈
迦
様
へ
の
読
経
・

回
向
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
拝
さ
れ
た
方
が
潅

仏
を
行
え
る
よ
う
に
、
摩
尼
殿

の
正
面
に
は
花
御
堂
を
設
置

し
、
一
休
み
い
た
だ
け
る
よ
う

に
お
団
子
と
甘
茶
を
ご
用
意
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
花
御
堂
と
は
、
お
釈
迦
様
の

母
親
が
咲
き
誇
る
無
憂
樹
の
花

の
下
で
、
お
釈
迦
様
を
産
ん
だ

唱
え
な
が
ら
清
澄
寺
に
到
着
さ

れ
ま
し
た
。

　
夜
は
遅
く
ま
で
説
法
会
が
あ

り
、
翌
日
は
３
時
起
床
に
始
ま

り
、
暗
い
う
ち
か
ら
旭
が
森
に

「
い
の
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

催
し
を
企
画
。

　
清
澄
寺
に
到
着
後
、
道
場
前

に
て
開
会
式
。

　
そ
の
後
、

希
心
会

 
登
山
修
行

千
葉
西
部
　『
い
の
り
の
日
』

花 

祭 

り

花 

祭 

り
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と
い
う
花
園
を
か
た
ど
っ
た
も

の
。
潅
仏
と
は
、
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
時
、
龍
が
天
よ
り
甘
露

を
降
ら
せ
、
お
釈
迦
様
に
産
湯

を
使
わ
せ
た
と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
、
お
釈
迦
様
の
像
へ
甘
露

に
見
立
て
た
甘
茶
を
注
ぐ
作
法

を
い
い
ま
す
。
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＊
株
式
会
社

　
　
ユ
ー
・
エ
ス
・
イ
ー

　
４
月
16
日
、
17
日
　
62
名

＊
Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ

　
　
株
式
会
社

　
４
月
21
日
、
22
日
　
37
名

＊
三
井
物
産
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
　
株
式
会
社

　
４
月
30
日
、
５
月
１
日
　
15
名

　
今
年
の
立
教
開
宗
会
は
、

井
上
日
修
管
長
猊
下
就
任
初
法

要
と
な
り
ま
し
た
。

　
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
素
晴
ら

し
い
法
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
の
御
来
光
も
水
平
線
か

ら
登
る
旭
日
を
拝
む
事
が
で

き
、
山
務
員
一
同
、
感
動
致
し

ま
し
た
。

　
希
心
会
様
の
登
山
参
籠
修
行

も
、
事
故
も
な
く
、
ま
た
大
変

多
く
の
方
に
ご
参
籠
い
た
だ
き

ま
し
て
有
難
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
と
同
様
に
大
型
台
風
も

６
月
に
発
生
し
ま
し
た
。
毎
年

被
害
が
甚
大
に
な
っ
て
お
り
ま

す
豪
雨
災
害
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
、

今
一
度
確
認
な
さ
っ
て
い
た
だ

き
、お
身
体
を
御
自
愛
下
さ
い
。

　
研
修
期
間
中
は
、
千
葉
県
西

部
　
妙
蔵
寺
住
職
　
髙
鍋
隆
盛

師
を
中
心
に
、
山
務
員
と
指
導

に
あ
た
り
、「
ゆ
っ
く
り
と
」「
て

い
ね
い
」
を
基
本
と
し
た
僧
風

生
活
を
通
し
て
、
自
己
を
見
つ

め
、
会
社
に
と
っ
て
の
自
分
と

い
う
も
の
の
存
在
を
明
確
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
す
。

　
早
起
き
や
正
座
、
写
経
な
ど

の
お
寺
な
ら
で
は
の
体
験
と
共

同
生
活
や
団
体
行
動
を
意
識
し

た
研
修
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

人
と
な
る
方
々
に
非
常
に
有
意

義
な
時
間
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　
尚
、
企
業
の
新
入
社
員
研
修

は
、
随
時
受
け
入
れ
て
お
り
ま

す
。
詳
細
は
当
山
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

相
次
ぐ
　
新
入
社
員
研
修




